










編 集 後 記
我々看護職が研究に込める共通の願いは、看護学が新 しい学問として 「人間の生命をたたえる科学」、「人生
讃歌の学問」として成長 していくことであろうと思います。看護学は、既に古い外套を脱ぎ捨て、新しいヒュー





を解明する科学への転換 を模索 し始めたとも思われます。人間の健康 と幸福を統合する視座を基本的理念とす
る看護科学は、今やっと学問的飛躍の時期に入 りつつあ ります。
科学は既存の定理を打ち破 り、新 しい学説を打ち立てることが重視されます。 レオナル ド・ダ ・ビンチの有
名な言葉に 「師を凌駕せ ざるものは哀れなるかな」があります。若い看護学研究者には、師に向かって知的謀
叛を起こす熱気 とエネルギーを期待 したいと思います。大阪大学が新 しいヒューマン ・ケア ・サイエンスの国
際的メッカとして若 く柔軟なアイデアを持った看護学研究者を育て、ナース ・サイエンティス トが互いに切瑳
琢磨する自由活達な土壌を育むことができればと願っている。
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